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【白紙ページ】 



日ごろは徳島市政の推進につきまして、格別のご配慮を賜り 

厚くお礼申し上げます。 

本年５月には、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置

づけが５類に移行され、社会もコロナ禍前の活気を徐々に取り戻

しつつあると実感しております。本市としましても、関係機関と

緊密に連携し、社会・経済活動の早急な回復と活性化に全力で取

り組んでまいります。 

 

さて、本市は令和４年５月に「SDGｓ未来都市」に選定され

ました。「ダイバーシティ」と「パートナーシップ」を柱とし、

本市ならではの取組を積極的に進めることで、「みんなでＳＤＧ

ｓを実現するまち」を目指すとともに、『徳島市総合計画２０２

１』に掲げる将来像である「わくわく実感！ 水都とくしま」の

具現化に向け、「中心市街地の新たなまちづくり」をはじめ「地

方創生」、「国土強靱化」などの重要課題に取り組んでいるとこ

ろです。これらの諸課題に迅速・的確に対応し、「わくわくを実

感できるまち」を実現させていくためには、貴職の一層のご支

援・ご協力が必要不可欠でございます。 

つきましては、令和６年度の予算編成及び施策の決定に際し、 

このたび要望いたします本市重要事項について、特段のご高配を

賜りますようお願い申し上げます。 

 

令和５年８月 

 

 

  徳島市長 内藤 佐和子 



 

【白紙ページ】 



令和６年度に向けた 

国の予算及び施策に関する重要要望事項 

 目次 
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 基幹系情報システムの標準化・共通化 
に向けた支援について 

＜主管省庁局  デジタル庁デジタル社会共通機能グループ、  

総務省自治行政局＞  

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】  総務部  デジタル推進課  

 

 

次の２点について、特段のご配慮をお願いします。  
 

１．移行に係る支援として、担当職員の増員も視野に入れた追加の財政措置

や、それに係る交付条件の緩和など各自治体の実情に応じた柔軟な措置を
講じること。  

２．ベンダに対し、地方においても人材不足に陥らないよう対策を講じるこ
と。  

基幹系情報システムの標準化・共通化への対応について、目標時

期である令和７年度末までに、計画的かつ円滑な標準準拠システム

への移行を図るため、必要となる支援及び措置を要望するもの。 

○本市では住民情報を扱う大部分の
業務について、メインフレーム上
で本市の事務案件に合わせて改修
を重ねた独自内製システムを利用
している。  

○推進体制として、ワーキンググル
ープを立ち上げ、情報提供依頼  
（ＲＦＩ）や標準準拠システムの
調達等に係る作業を進めている
が、担当職員は各所属の通常業務
も受け持ちながら取り組んでい
る。  

○情報提供依頼（ＲＦＩ）を実施し
ても、ベンダからの提案がない業
務がいくつかある。  

目標時期までに移行を完了させるには、各自治体の実情に応じた
体制整備を含む財源の確保、地方におけるベンダの人材確保が不
可欠である。  

現  況  課  題  

●独自内製システムから標準準拠シ

ステムに移行するため、多大な経

費負担が必要になる。  

●今後、データ移行及び業務フロー

の見直し等に係る作業量が膨大に

なるため、目標時期までに移行を

完了させるには、担当職員の業務

負担が非常に大きくなる。  

●標準準拠システムの提供ベンダが

見つからない場合は、目標時期ま

でに移行を完了できないおそれが

ある。  

 

具体的要望内容  
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高規格道路網等の整備推進について 
 

＜主管省庁局  国土交通省  道路局＞  

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

【徳島市担当部課】  都市建設部  広域道整備課  

高規格道路ネットワ－クの機能を高め激甚化・頻発化する自然災害に加

え、人口減少など社会変化に対応できるまちづくりを目指すとともに、災害

に強く人に優しい道路環境が整備されることを目指している。このことから

高規格道路網等の整備推進について確実な事業の執行を要望するもの。  

○徳島南部自動車道  
⇒徳島津田 IC～阿南 IC(仮 )間

は、整備中。  
⇒徳島 JCT～徳島沖洲 IC 間が令

和４年３月に開通。  
○徳島自動車道  

⇒速度低下の一因となるサグが
15 箇所存在。  

⇒暫定２車線区間が約７割。  
⇒通行止め時間ワーストランキ

ングでは上位。  
○徳島環状道路  

⇒徳島市中心部では国道 11 号、
55 号、 192 号が交差している
ため交通の集中により渋滞が
慢性化。  

●徳島南部自動車道  
⇒高規格道路、空港、港湾を生

かしたまちづくり。  
⇒京阪神圏への効率的な陸上輸

送に課題。  
 

●徳島自動車道  
⇒大規模災害時の物資輸送路の

確保。  
⇒利用者の安全性、快適性、定

時性、信頼性の確保が必要。  
 

●徳島環状道路  
⇒都市内交通と通過交通を分散

させることが必要。  

地方創生の実現に不可欠な国土強靱化による  
高規格道路網等の整備を推進する必要がある  

 
 次について、特段のご配慮をお願いします。  
１．高規格道路網等の整備推進について  

⑴徳島南部自動車道  
 ・徳島津田 IC～阿南 IC(仮 )間の整備推進  
⑵徳島南環状道路の整備推進  

 ⑶徳島自動車道の早期４車線化  
 
２．道路関係予算の確保について  

⑴令和６年度の道路関係予算については、所要額を確保すること  
⑵コロナ禍からの回復に向け地域経済を V 字回復させるため、今後の予

算編成にあたっては、新たな財源の創設を含め道路関係予算総額の満
額確保を図ること  

⑶料金徴収期間の延長による財源を活用し、暫定２車線区間の４車線化
に必要な財源の安定的な確保を図り、機能強化を着実に進めること  

  

具体的要望内容  

現  況  課  題  
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徳島南部自動車道延伸により
地域経済の好循環が加速

■ LED出荷額
国内シェア１位（R2)

徳島県
81%

その他
19%

【経済産業省資料】

○徳島JCT～徳島沖洲IC間の開通（R4.3）を契機に
LED出荷額増加の弾みと地域活性化に寄与

○徳島津田IC（フル化）許可を契機に
「陸・海・空の結節点」をより強化

〇徳島市総合計画では、鳴門JCT～阿南IC(仮)間の整備を契機として
定住人口の増加、交流人口の拡大を目指す

【経済産業省資料】

■ LED出荷額の推移(徳島県)

1,046

2,331

0

1,000

2,000

3,000

H21 R2

億円 グラフタイトル
■ LED関連企業の集積推移(徳島県)

86

157

0

50

100

150

200

H21 R3

企業数

【徳島県資料】

2.2倍 1.8倍

※上記地図は、国土地理院ホームページ（http://maps.gsi.go.jp）をもとに作成。

板野IC

鳴門北IC

鳴門IC
鳴門JCT

松茂SIC

徳島JCT藍住IC

高松自動車道

小松島IC

徳島沖洲IC

徳島津田IC
徳島沖洲IC～徳島津田IC

L=2.4km

R3.3開通

鳴門JCT～徳島IC

L=10.9km

H27.3開通

徳島津田ＩＣ～小松島IC(仮)

L=4.9km

徳島JCT～徳島沖洲IC

L=4.7km

R4.3開通

LED関連企業

徳島阿波
おどり空港

徳島県
木材団地

徳島IC

新町川
→

勝浦川
→

徳島県木材
団地

津田ＩＣ

貯木場
を埋立
て新た
な産業
拠点
に！

埋
立
地

新町川 →

勝浦川
→

徳島沖洲IC
重
要
港
湾

徳
島
小
松
島
港

複合 一貫ﾀｰﾐﾅﾙ

貯木場を
埋立て新
たな産業
拠点に！

埋
立
地

マリンピア

沖洲産業団地

R2.10フルＩＣ
連結許可

徳島県木材団地

徳島津田IC

R3.5
分譲
開始

徳島JCT～徳島沖洲IC
R4.3開通

H30.1国際線ターミナル完成

徳島阿波おどり空港

マリンピア
沖洲産業団地
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一般国道192号

※H27年度 交通センサスより

徳島環状道路 約35km

『地方創生』を実現し、地域の生産性向上を図る
『徳島環状道路』の早期整備を！！

路線名
番
号

観測地点 地名
平日24時
間交通量
(台/日)

一般国道
55号

徳島市大松町上の口 44,523

徳島市八万町沖須賀 58,962

一般国道
11号

徳島市川内町鈴江北 57,493

徳島市東吉野町１丁目 70,906

徳島市徳島本町１丁目 60,247

一般国道
192号

徳島市国府町観音寺 20,505

徳島市庄町 28,928

徳島市南出来島町 32,347

1

徳島市中心部
渋滞状況
一般国道11号

徳島市徳島本町１丁目付近

徳島東環状線
新浜八万工区
(整備推進)

徳島東環状線
末広住吉工区
(整備推進)

徳島東環状線
阿波しらさぎ大橋
(H24.4月供用)

国土交通省

徳島県(道路事業)

徳島県(街路事業)

供用中

2

3

4

5

6

7

8

徳島東環状線
川内工区

(H24.4月供用)

L=4
.6
km

L=1
.5
km

L=6
.1
km

L=2
.2
km

L=4.0km L=2.2km L=1.1km

L=9.5km

L=2.0km
側道暫定供用側道開通本線等開通

L＝
3
.3
km

L＝
1
.3
km

L＝
1
.8
km

徳島西環状線
国府藍住工区

徳島西環状線
国府工区 70,906台/日

44,523台/日

園瀬橋北詰交差点

主要渋滞箇所から除外

（H27.9月）

徳島南環状道路
(整備推進)

58,962台/日

60,247台/日

28,928台/日

32,347台/日
6

7 8

5

4

3

1

57,493台/日

20,505台/日

徳島
沖洲IC

徳島津田IC

園瀬橋北詰交差点
主要渋滞箇所から除外

渋滞長900m→80m

2

徳 島 県
文化の森
総合公園

暫定２車線

暫定２車線
(側道)

事案中

平成２７年２月２８日(土)開通区間
延長2.2km

自動車専用道路 一般道路

平成２４年７月 側道開通
延長1.1km

A断面

文
化
の
森
IC

上
八
万
IC

一宮下中筋線

至 佐那河内村

至 徳島市鮎喰町 至 徳島駅

(―)鮎喰新浜線

八万南小学校

至 小松島市

至 徳島駅

事案中

暫定２車線
(側道)

暫定２車線

上八万ＩＣ～八万町橋北間の供用

（H27.2月供用）

203

136

208

438

主要渋滞箇所
法花大橋北詰交差点

徳島南環状道路

県道鮎喰新浜線

(台/12h)

20,000

交通量の変化
A断面

開通前(H26.3) 開通後(H27.3)

11,400

12,800

5,100

15,000

10,000

5,000

0

12,800

16,500

最大渋滞長の変化
(法花大橋北詰交差点)

開通前
(H26.3)

9割以上
減少

900m
開通後
(H27.3)

０ｍ 200ｍ 400ｍ 600ｍ 800ｍ 1000ｍ

80m

文

開
通
後
の
交
通
状
況
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速度低下

４車線化により時間信頼性の向上、安全性の向上、

リダンダンシー機能の強化を！

時間信頼性に難 安全・安心に難

徳島JCT

徳島沖洲IC
徳島津田IC

小松島IC(仮)

阿南IC(仮)

松茂ｽﾏｰﾄ IC

徳
島
南
部
自
動
車
道

阿
南
安
芸
自
動
車
道

鳴門JCT

脇町 IC
美馬 IC

土成 IC

吉野川ｽﾏｰﾄ IC

井川池田 IC

上板SA

吉野川SA

池田PA

藍住
IC

徳島 IC

立江 渕IC(仮)

阿波PA

川之江東
JCT

４車線化優先整備区間 L=55km

25%以上 速度

低下区間 延長

※交通量5000

台/日 未満除

く

渋滞回数

優先整備区間

(時間 信頼性

の課題有)同

士に挟まれた

区間で 30km

以内の区間等

死傷事故

件数

死傷事故

率

運用率

(年間通

行止め

時間)

※工事

除く

積雪地

かつ 最

急勾配

４％よ

り 大き

い

並行現道

に 課題

徳島道 川之江東JCT 井川池田 ◎ 22 19 ○ Ａ Ｃ ○ Ａ Ｃ ○ Ａ Ｄ Ｄ

徳島道 井川池田 吉野川SAスマート ◎ 5 3 Ｃ Ｄ Ｂ Ｂ ○ Ａ Ｄ Ｄ

徳島道 吉野川SAスマート 美馬 ◎ 16 11 ○ Ａ Ｃ Ｂ Ｃ ○ Ａ Ｄ Ｄ

徳島道 美馬 脇町 ◎ 12 5 Ｂ Ｄ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ

徳島道 脇町 土成 ◎ 19 8 ○ Ａ Ｂ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ

徳島道 土成 藍住 ◎ 13 9 ○ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

暫定２車線

の IC間延長

[㎞]

対面通行

区間延長

[㎞]
特定更新等

Ｄ

Ｄ

Ｄ

路線名

区間

優先整備

区間

    ①時間信頼性の確保の観点 　　②事故防止の観点 　　③ﾈｯﾄﾜｰｸの代替性確保の観点

自 至

【国土交通省資料】

徳島自動車道 各IC間の課題の評価一覧 (高速道路における安全・安心基本計画）

H28 通行止め時間ランキング

ネットワーク代替性に難

【国土交通省資料】

大 ← 課題 → 小

A B C D

区間
H28年度

通行止め時間
ワースト順位

土成IC～脇町IC ３０２hr/年 　３５位

脇町IC～美馬IC ３００hr/年 　３７位

　　全国平均 ３１hr/年

中央突破事故

死者２名・約７時間通行止！

令和元年12月

新

直

轄

区

間

有

料

区

間
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吉野川の直轄管理区間における 
洪水・地震津波対策の促進について 

 

＜主管省庁局  国土交通省  水管理・国土保全局＞  

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】  都市建設部  河川水路課  

 
徳島市は、雨水貯留施設や排水施設等の整備など、国と一体となって流

域治水を推進しており、国においても、吉野川における直轄河川改修事業
等の整備促進と新規箇所の早期事業化について、特段のご配慮をお願いい
たします。  
 
１．吉野川・今切川の洪水・地震津波対策  

⑴今切川の無堤地区への堤防整備及び堤防耐震対策の促進  
⑵今切川右岸榎瀬江湖川合流点への水門の新設  
⑶今切川右岸宮島江湖川合流点への水門の新設  
 

２．内水対策  
⑴角ﾉ瀬排水機場の能力向上 (20 ㎥ /s→ 40 ㎥ /s) 
⑵榎瀬江湖川における排水機場の新設  
⑶宮島江湖川における排水機場の新設  

 
近年の気候変動による水災害の激甚化・頻発化を踏まえ、防災・減災が

主流となる安全・安心な社会の実現に向けて、流域治水対策の加速化を図
るために必要な治水事業予算の最大限の確保と四国地方整備局や各事務所
の職員の増強など組織体制の充実・強化をお願いいたします。  

市民の安全で安心な生活を確保するため対策が必要である  

台風等の洪水による浸水被害や今後想定される南海トラフ巨大
地震の津波被害の軽減を図るため、吉野川・今切川において必要な
対策の計画的な実施に向け、治水事業費の予算確保について要望す
るとともに、直轄河川改修事業等の整備促進を要望するもの。  

 

○今切川の洪水･地震津波対策  
⇒堤防や水門の無い地区や堤防

の液状化対策を必要とする地
区が存在する。  

○飯尾川流域等の浸水被害  
⇒台風 11 号 (H26)で､多数の家屋

が浸水被害を受け、内水対策
を中心とした要望や意見が相
次いでいる。  

●洪水や地震･津波による浸水被害
が発生するため、無堤部対策や
水門の設置、液状化対策の実施
により、洪水や地震津波による
浸水被害を防止する。  

●内水被害の軽減に向け、ハード  

･ソフト対策の充実が必要である。 

具体的要望内容  

現  況  課  題  
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飯尾川概要図

➋

Ｐ

徳島市

飯尾川

地理院地図より

➊・➋

今切川

宮島江湖川水門

今切川

榎瀬江湖川水門

今切川

河口堰

中島

加賀須野

米津中島

榎瀬

徳島市

松茂町
北島町

出典：徳島市発行1/2,500地形図

(実施済)

：地震津波対策と洪水対策が重複する区間
として築堤等整備を進める箇所

：液状化対策必要区間
：洪水対策として築堤等整備を進める箇所
：対策実施済箇所

洪水 ・地震津波対策箇所

榎瀬 （実施済）
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

ポンプ場施設整備

川内地区排水施設整備

排水機場新設（市）

排水機場設備
増設（市）

水路整備
（市）

○徳島市では、浸水区域の解消や浸水被害の軽減を図るため、雨水排水施設（川内地
区）や雨水貯留施設（南沖洲地区）などの整備を実施していきます。
○市独自の取り組みとして、「徳島市流域治水検討会議」で関係部局と連携体制を構築
し、更なる流域治水対策の検討を進めます。

水路整備

今切川宮島江湖川水門
整備 （国）

南沖洲地区雨水貯留施設整備

雨水貯留施設

宮島樋門（国）
【既設】

今切川宮島江湖川水門
（国） 【計画】

都市下水路（整備中）雨水貯留設備（整備中）

０

排水設備（計画）
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【白紙ページ】 
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徳島市は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。 


